
テストエンジニアの
育成による 組織力・

チーム力の向上 
～現場が幸せになる育成とは？ 	
  

また、エンジニア自身が成長するためには～	
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自己紹介 
略　歴�
1985年 �㈱ＣＳＫに入社以降、ソフトウェアテストのプロジェクトに従事�

� �現職、㈱ベリサーブ　検証品質保証部にて、SQA担当�
� �2013年6月より、IPA/SEC*　非常勤研究員にも就労�
�　＊IPA/SEC　独立行政法人　情報処理推進機構／ソフトウェア高信頼化センター�

�

社外活動�
�JSTQB（Japan  Software  Testing  Qualifications  Board）  　�技術委員会　委員長�
�ASTER（Association  of  Software  Test  EngineeRing））�理事�
�IVIA（IT検証産業協会） � � � � �教育・研修部会　主査�

� � � � � � � � �ＩＶＥＣ委員会　委員�
SMA（スキルマネジメント協会） � � � �形式的評価手法開発部会�
SC7/WG26（ISO29119：Software  Testing） �エキスパート委員�
SQiPシンポジウム‘2014 � � � � �シンポジウム委員�

その他 �品質管理学会、情報処理学会 � � �学会員�
�

業務概要�
�ソフトウェアテストの標準化、人財育成の体系化、品質管理業務�

　　　（、トラブル対応）など。基本的に人財（リソース）が会社資産と考えている。�



自己紹介（このパネルのポジション） 

生誕　半世紀→その内にテスト人生30年弱	
  
氏名　佐々木　方規	
  
	
  

 	
  
現在　（今回は、赤字部分）	
  
役割その１ 	
  普通の企業人（テストの品質保証、教育担当）	
  
役割その２ 	
  テスト関連の協会員（教育シラバス担当、資格試験）	
  
	
  
役割その３ 	
  スキルに関するの研究開発（形式的にスキルを評価する方法の開発）	
  

役割その４ 	
  独● ● 法人　情報● ● ● ●機構　非常勤研究員	
  
その他 	
   	
  もろもろ	
  



自らのテストエンジニア（TE）育成への
関わり方  

企業内：	
  
　教育体系（テスト技術、テストスキル）の開発	
  
　キャリアモデル（キャリアレベル）の定義	
  
　評価方法の開発　etc	
  
	
  
　プロジェクト支援（ファイヤー・レスＱ）	
  
　社内研究開発支援　など	
  
	
  
協会内：	
  
　非競争領域（重要）での標準化、シラバス	
  
　の開発	
  



テストプロセス標準テストプロセス標準
（ＶＳＭｅｔｈｏｄ）（ＶＳＭｅｔｈｏｄ） 社内キャリア認定社内キャリア認定

⼈人材育成⼈人材育成
（教育）（教育）

検証スキル検証スキル
（検証スキル標準）（検証スキル標準）

システム検証の
業務スキル

教材教材

テスト設計テスト設計

テスト実⾏行行テスト実⾏行行

テスト管理理テスト管理理

テストプロセステストプロセス

標準⽂文書

ナレッジ

スキル診断項⽬目 スキル評価

シラバス

取込

外部の知識識体系外部の知識識体系

システム検証システム検証
研究会研究会

社内試験制度度社内試験制度度

etcetc
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Ｖｅｒ１．０Ｖｅｒ１．０ββ
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⼈人材育成⼈人材育成
（教育）（教育）

検証スキル検証スキル
（検証スキル標準）（検証スキル標準）

システム検証の
業務スキル

教材教材

テスト設計テスト設計

テスト実⾏行行テスト実⾏行行

テスト管理理テスト管理理

テストプロセステストプロセス

標準⽂文書

ナレッジ

スキル診断項⽬目 スキル評価

シラバス
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外部の知識識体系外部の知識識体系

システム検証システム検証
研究会研究会

社内試験制度度社内試験制度度

etcetc

ＥＴＳＳＥＴＳＳ
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VC VE1 VE2 VE3 VE4 E3 TO
技術スキル テスト要求分析 3.00 2.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

テスト計画 3.00 2.00 2.00 0.00 0.00 0.00 0.00
テストアイテム設計 3.00 2.00 2.00 2.00 0.00 0.00 0.00
テストケース設計 3.00 2.00 2.00 2.00 2.00 0.00 0.00
テスト実行 3.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00
評価／報告 3.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 0.00
成果発表／反省会 3.00 2.00 2.00 0.00 0.00 0.00 0.00
テスト不具合収集 3.00 2.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

管理スキル テスト要求分析 2.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
テスト計画 2.00 2.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
テストアイテム設計 2.00 2.00 2.00 0.00 0.00 0.00 0.00
テストケース設計 2.00 2.00 2.00 2.00 0.00 0.00 0.00
テスト実行 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 0.00
評価／報告 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 0.00 0.00
成果発表／反省会 2.00 2.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
テスト不具合収集 2.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

社内試験 一般技術 8.00 7.00 5.00 0.00 0.00 0.00 0.00
テスト種別（プロセス） 4.00 3.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
ＶＳＭｅｔｈｏｄ 4.00 3.00 3.00 0.00 0.00 0.00 0.00
システムテストカテゴリ 8.00 7.00 6.00 6.00 0.00 0.00 0.00
テスト設計 4.00 3.00 3.00 3.00 3.00 0.00 0.00
テスト実行･不具合報告 4.00 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00
テスト管理 4.00 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 0.00
ＰＭＰ 4.00 3.00 3.00 0.00 0.00 0.00 0.00

社内教育体系の構造概要 



TE育成で大事にしていることとその理由	
  
（TEのみが対象ではありませんが．．）  

育成面：	
  
　出来たこと・出来なかったことを明確に	
  
　して指導すること	
  
　→つまり、結果だけでなくエントリが大切	
  
	
  
指導面：	
  
　「見て習え」「盗め」ではダメだと思う	
  
　指導する側のスキルも重要	
  
　スキルのエンジニアリグ（形式化）が必要	
  



過去に業務でスキル検討を行った事例 

入力 出力 理解	
  
T2 

生成
T3 

基礎	
  
T1 

（参考：スキルの習得レベルの構造の例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
プログラミングの場合は、 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
生成（T3) ：プログラム手法等	

理解（T2) ：プログラム仕様書、詳細設計書等	

基礎（T1） ：言語知識、構造化プログラミングの知識、	

　　　　　　　コーディング規約等	


スキルを発動するために必要な能力について 



TE育成への問題意識や難しいこと、苦労
して いること  

１．育成者不足（慢性的な問題）	
  
２．指導のロジックの問題	
  
　　OJT　→　OJになっている。	
  
３．育成の振返りができていない	
  
　　・育成達成度の可視化が困難	
  
　　　（資格試験の合格者数などありますが）	
  

　　・TEを志望した技術者の達成度感	
  
　　　（テスト企業に入社しているのであるから、	
  
　　　　志望動機は必ずあったはず）	
  

４．いっぱいあって書ききれない　（爆	
  


